
熱田小児科クリニック掲示板 

 ９月のテーマ 『喘息』 

  (医)熱田小児科クリニック「ひまわり」スタッフ 

喘息とは… 

喘息は、のどから肺に広がる空気の通り道が、急にせまくなってしまう病気で

す。せきやたん、そして「ゼーゼー」「ヒューヒュー」という息が出て、息を

するのが苦しくなります。この空気の通り道を「気道(気管支)」といいます。

喘息の人は、気道に「炎症」がおこっています。炎症とは、赤くはれているこ

とです。例えば、やけどをしたら、赤くはれて、さわると痛いです。気道は痛

くありませんが、敏感になっています。そこで、風邪をひいたり、走ったりし

たときに、気道が狭くなって「ゼーゼー」「ヒューヒュー」となり、息が苦し

くなる「発作」を起こしてしまいます。 

 
 

喘息患者さんの気道は、症状がなくても、いつでも炎症を起こしています。そ

のため、ちょっとした刺激に対しても、敏感に反応して気道が急に狭くなり、

発作が起こります。 

☆喘息注意点☆ 

 秋は、台風が来たり天気が変わりやすく、気温や気圧の変化が引き金になっ 

 て、「ゼ―ゼー」「ヒュー」が出やすくなります。天気予報をチェックするよ 



 うにし、涼しいなと感じたら、上着を着るなどしてしっかり体温調節をしま 

 しょう。また、鼻風邪からの喘息発作出現が多くなります。鼻の調子が悪く 

なったら、早めに受診しましょう。 

だんだん涼しくなってきて運動しやすい時期です。運動して咳が出たり、苦 

しくなったら医師に伝えましょう。 

～発作が起きてしまったら～ 

①水分をしっかりとるようにしましょう。 

②腹式呼吸を心がけましょう。 

③息苦しさが続く時は気管支拡張薬を貼ったり、吸入をするようにしましょう。 

 

環境について 

掃除の仕方のポイント 

 ・掃除機がけは丁寧に時間をかけて。 

 ・フローリングなら、6 畳間で 3 分。畳、カーペットなら、6 畳間で 6 分半。 

 ・拭き掃除もする。 ・冷暖房器具のフィルターも掃除する。 

 ・たまにはカーテンも洗う。 ・窓ガラスの結露を拭き取る。 

布団の手入れのポイント 

 ・週に 1 回は掃除機をかける。 ・布団 1 枚当たり、1 分半が目安。 

 ・乾燥機を使う時は 50 度以上で 20 分以上かけると、ダニは死滅します。 

 ・シーツは週に 1 回洗う。 

住まいの環境づくりのポイント 

 ・たばこは吸わない。 

 ・エアコンや除湿器で上手に除湿する。湿度計を使って湿度 60％以下を目標 

  にする。 

 ・室内では毛のあるペットを飼わない。既にいる場合は、出来る限り洗ってあ 

  げる。ふけがアレルゲンになります。 

アレルゲン免疫療法について 

 アレルゲン免疫療法とは、体のアレルゲンに対する反応（免疫反応）を変える 

 ことで、体に免疫力をつけてアレルギー反応を起こしにくくするという、全身 

 的、包括的かつ根本的な治療方法です。小児であれば喘息の治癒する確率を上 

 昇させます。アレルゲン免疫療法は、アレルギー疾患に対して、自然経過を修 

 飾する可能性がある唯一の治療法です。当院では 5 歳以上になれば導入する 

 ことが可能です。 


